福井県青少年愛護審議会（全体会）議事録

１　開催日時

　　平成２５年４月２２日（月）午後３時００分～午後４時３０分
２　開催場所

　　アオッサ　６０５研修室
３　出席者

(1)　委員　１５人
　　　伊井彌州雄委員、上田秀徽委員、戎利光委員、大西義幸委員、小木一良委員
　　　佐々木雅代委員、清水祥三委員、新道忠雄委員、髙野幸嗣委員

田中眞佐子委員、春木麻紀子委員、藤尾孝男委員、山口惠子委員

山崎勝憲委員、山下善久委員
（欠席　大塚潤三委員、柿本恵理子委員、木村愛子委員、清水信子委員

橋本秀次委員）
(2)　幹事　４人

三田村彰幹事（代理）、上野弘幹事（代理）、寺尾義裕幹事（代理）

鈴木公一幹事
(3)　事務局　４人

森川企画幹（県民安全）ほか課員３人

４　審議会の概要説明

　　新任の委員が出席しているため、事務局から、審議会の設置根拠、組織、任期、

　任務等の説明がなされた。

５　審議内容

(1)　審議会（部会）報告

　　 １２月・２月審議会（部会）の報告

　　　 事務局から、１２月開催の審議会における優良興行１作品、優良図書１０冊に係る諮問・推奨と２月開催の審議会における優良図書１０冊に係る諮問・推奨についての報告がなされ、了承された。続いて、１２月における有害興行８作品、有害図書等１２冊に係る諮問・指定と２月における有害興行８作品、有害図書１２作品に係る諮問・指定についての報告がなされ、了承された。
(2)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）
　　ア　有害興行の指定に係る報告
　　　　事務局から、３月に有害興行として緊急指定した映画１１作品について、指定経緯および指定理由についての報告がなされ、了承された。
　　イ　有害図書等の指定に係る報告
　　　　事務局から、３月に有害図書等として緊急指定した１３冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされ、了承された。
(3)　ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、２月に有害図書等として包括指定したビデオ等７５６作品、３月に包括指定したビデオ等６７５作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされ、了承された。

(4)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
   ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　　知事から優良図書等の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に回覧するとともに事前審査を行った委員による事前審査の補足説明を行ったところ、いずれも優良図書等として推奨することが適当との意見を得た。

　　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画１０作品について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１０冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

６　その他
(1)　福井県青少年愛護審議会の検討事項について

　　 漫画を優良図書として指定することについて、事務局からこれまでの経過報告がなされ、各委員から以下の発言がなされた。
　 ・　表現の手法が漫画であることをもって、良いものを審査の対象外とすべきではない。ただし、漫画は１度刊行されたものを新訂版として出版するもの、長期連載、対象が男女別に区別されているもの等が多く、愛護審議会の審査に適さないものが多い。

　 ・　活字離れが進んでいることから、学校としては、行間を読み、読解力をつけ、相手の心理を推察し、想像力を働かせながら読ませる読書を優先させたいと考えており、漫画を良しとすることは、学校現場では難しい。　

　 ・　漫画は子どもたちの興味を引きやすく、導入的な活用は青少年健全育成の有力なツールになる。

　 ・　ワンピースや宇宙戦艦大和に代表されるように、漫画の持つメッセージは漫画でしか表現できない。

　 ・　漫画に対しては、両論あり、早急に結論を出し全国に先駆けて福井県が推奨すべきというものではなく、５年、１０年かかっても、慎重に議論していくことが必要である。

　 ・　教育現場は、学校への漫画の持ち込みを禁止しているが、漫画を推奨図書にした場合、学校は漫画を読んでいる生徒にどのように対応するのか。モンスターペアレント等の問題を抱える教育現場は混乱する。

　 ・　活字を通し、深く考え読み進む訓練をすることが第一で、漫画は疲れたときに読めばよく、あえて漫画を推奨すべきなのか。
　 ・　学校は漫画をディベート等の材料として試験的に使うようにしてはどうか。

　 ・　内容は漫画であっても、装丁や見せ方を変えれば、絵本や本になる。漫画ということを持って除外すべきではない。

　との意見が出され、今後も検討することとした。
(2)  優良図書パネル展の実施について
　　　こどもの読書週間にあわせて４月２２日から開催する優良図書パネル展の日程について報告がなされ、了承された。
